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１－１授業の概観 
本授業は、１年前期に開講する科目であり、保

健体育専修・スポーツ健康科学課程の必修科目で

ある。受講学生数は、33 名であった。 
１－２ 授業の目的： 
身体運動・動作研究をする場合の観察法や分析法

の基礎を学習する。運動学・バイオメカニクスに

おける基本的な知識を正しく，論理的に理解する。

体育の基礎理論であり，必修授業として学ぶ。 
１－３ 授業の到達目標： 
１）（知識・思考） 
 ・運動学・バイオメカニクスにおける基本的な

知識を正しく理解し，論理的に説明できる 
２）（技能・表現） 
 ・スポーツ・身体運動を分析する場合、分析方

法や分析の観点を選択できる 
３）（意欲・関心・態度） 
 ・スポーツにおける技術を科学的側面から観察

することができる 
 ・スポーツの未熟練者に適切な指導ができる 
１－４ 授業の概要： 
学問としての運動学・バイオメカニクス成立の

歴史的背景，自然科学との関わり，運動技術や運

動技能の習熟過程における情報論的考察や運動

学からみた動作・運動・体力及び身体運動の動作

分析・考察方法などについて講義する． 
 
２ 授業評価法 

 授業の評価は、授業内容に対する試験の結果と

小テストと最終テストのときに実施したアンケ

ートの結果によって行った。学生アンケートの形

態は、自由記述型のものとして幅広く学生の評価

を得ることを目的とした。 
 
３ 授業評価結果 

（１）スライドを利用した説明を多く取り入れた。

この結果、理解しやすかったという肯定的な意見

に対し、ノートがとりにくい・眠くなってしまう

等の否定的な意見もある。この点については、同

様の感想を持たれている先生も多いと思います

が、改善方法については今後の課題として検討し

ていきたい。 
（２）授業の資料としてプリントを配布している

が、今年度は人体の骨格に関する授業のときに骨

格模型を利用して説明を行った。模型を導入する

ことにより、学生の骨格に関する理解度は非常に

向上した。ペーパー資料の平面的な表現よりも、

立体的に骨格を説明した方が、骨の接合部分や太

さ・位置関係等の理解に大きな効果があると思わ

れる。また、直接模型を触ったり、動かすことに

よって好奇心が湧き、理解度が高まったと思われ

る。アンケートの結果からも多くの学生から、模

型を利用した説明は、骨格を理解するうえで非常

に有効であったことが分かった。今回利用した模

型は、山本万喜雄からお借りしたものであるが、

本学においては、このような模型をいつでも学生

が触れる環境がない。この点については、今後検

討していきたい。 
（３）授業中に小テストを実施している。良い印

象を受けていない学生もいたが、身体の骨格など

正確に覚えなくてはならない内容については、

「目標をもって正確に学習することができた」と

の高い評価も受けている。テスト内容を講義前に

知らせることにより、授業中の意欲向上とともに、

理解度を正確に把握することができた。 
 
４ まとめ 

 昨年度までは、2 人の教員が内容を分担して講

義を行ってきたが、今年度から１人の教員が系統

的に授業を行うことにより授業効果が向上した

と思われる。また、小テストの有効性が確認でき

ることから、来年度はテストの回数を増やすこと

により、さらに授業効果を上げる方法を検討して

いきたい。前回の課題であった、文系学生に対し

ての力学的な内容についての講義では、解決でき

ない部分も残してしまった。 


